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 不純物をドープした黒リン単結晶の合成実験を行った。黒リンはリンの高圧相

で、高速電子伝導が期待される電子材料である。電界効果トランジスタなどへの応

用を実現するためには不純物をドープして、バンドギャップや n 型, p 型の制御を実

現することが必須になる。 

ピストンシリンダー型高圧発生装置を用いて、1 GPa, 1000℃の条件で出発物質を

溶融させて、その後、徐冷法することで単結晶育成を試みた。出発物質として、赤

リン粉末にドーパントの粉末を 1～4 wt%混ぜ合わせたものを用いた。ドーパントと

して炭素、パラジウム、硫黄の 3 種類の元素を用いた。回収した単結晶は、最大で

500μm 程度のものが得られた。パラジウムドープ実験の回収試料については、パラ

ジウムの粉末粒子がそのまま残っており、リンと反応した形跡が見られなかった。

また、硫黄ドープ実験の回収試料については、硫黄が溶融した形跡があるものの黒

リンの中には取り込まれていなかった。炭素については元素分析の結果、数 wt%以

上も黒リンに取り込まれることが分かった。炭素ドープの黒リンは金属的性質を示

す こ と が 第 一 原 理 電 子 状 態 計 算 に よ っ て 予 測 さ れ て い る (Yu et al. 

Phys.Chem.Chem.Phys. 2015)。この予測が正しいかどうか確かめるために、現在、回

収試料の赤外分光測定と電気伝導度測定を行っているところである。  



 


